
左の記事を読んで下の問いに答えましょう。
１傍線部①の「重要なツール」に当たるものを本文中か
ら漢字2字で、2つ抜き出して書きましょう。 

２傍線部②「殷周時代」は紀元前1600年ごろから紀元前
256年まですが、そのころ日本は何時代だったかを書きま
しょう。

３傍線部③のように言えるのはなぜですか。本文中から2
つ読み取って、箇条書きで書きましょう

４写真の鐘を使ってどのようなことが行われていたと考
えられますか。本文中から35字以内で抜き出し、最初と
最後の3文字を書きましょう。

(注)三分損益法：基準となる音が出る筒を、三分の一カットして、
残った三分の二の筒を吹くと、五度高い音、つまりドの音からソ
の音が得られる。
次に、三分の二の筒に、三分の二の筒の三分の一の長さを足して
吹くと、四度低い音 、つまり、ソからレの音が得られる。これ
を繰り返して音階を作る方法を「三分損益法」という。

ＮＩＥワークシート中～高校
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NIEワークシートのこたえ（2024年1月25日公開）

◆ワークシート「青銅器の鐘(社会)」
2024.1.22付 夕刊 3面 解答

１ 儀礼 音楽 (順不同)

２ 縄文時代

３ 音律(音階)が存在していた
 音律(音階)をねらって正確に鋳造できる技術が
 あった (同意可 順不同)

４ 儀式の～ていた
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